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伝
篇
下
」（
平
成
二
十
六
年
三
月
刊
行
）
に
つ
い

て
、
特
徴
や
魅
力
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
相
伝
篇
」
は
、
収
録
内
容
に
よ
っ
て
上
・

下
の
二
巻
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
に

つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
ま
す
と
、「
相
伝
篇
上
」

は
、
親
鸞
聖
人
か
ら
の
相
伝
の
う
ち
、
第
八
代

宗�
�
�

主�
�

蓮�
�

如�
�

上�
�
�

人�
�

よ
り
前
の
時
代
の
聖
教
や
史

資
料
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
親
鸞

聖
人
の
直�

�

弟�
�

で
あ
る
高
田
の
真�

�

仏�
�

上
人
や
顕�

�

智�

上
人
に
よ
る
経�

�
�

論�
�

釈�
�
�の

抜�
�

書�
�

集
、
本
願
寺
第

三
代
宗
主
で
あ
る
覚�

�

如�
�

上
人
や
、
そ
の
嫡�

�
�

男�
�

は
じ
め
に

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
に
お
い
て

編�
�

纂�
�

を
進
め
て
き
ま
し
た
『
浄
土
真
宗
聖
典
全

書
』（
以
下
、『
聖
典
全
書
』）
の
完
結
を
記
念
し

て
、
こ
れ
ま
で
三
回
に
わ
た
り
本
書
の
特
色
を

紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
最
終
回
と
な
り
ま
し
た

今
回
は
、
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
相�

�

伝�
�

さ
れ
た

方
々
に
関
す
る
聖�

�
�

教�
�
�や

史
資
料
を
収
録
し
た

第
四
巻
の
「
相
伝
篇
上
」（
平
成
二
十
八
年
三
月

刊
行
）
と
、
そ
の
続
篇
と
な
る
第
五
巻
の
「
相

で
あ
る
存�

�

覚�
�

上
人
に
関
連
す
る
も
の
を
収
録
し

て
い
ま
す
。
一
方
で
「
相
伝
篇
下
」
は
、
蓮
如

上
人
に
関
連
す
る
聖
教
や
史
資
料
を
中
心
に
収

録
し
て
い
ま
す
。

「
相
伝
篇
上
」の
特
徴

Ⅰ
底
本
・
対
校
本
の
増
加

『
浄
土
真
宗
聖
典
（
原
典
版
）』
に
収
録
さ
れ

る
聖
教
も
「
相
伝
篇
上
」
に
は
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
同
じ
聖
教
で
あ
っ
て
も
、
底
本

（
文
字
に
起
こ
す
元
に
な
る
本
）
や
対
校
本
（
系

統
の
異
な
る
本
）
を
変
更
し
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、『
聖
典
全
書
』
で
は
、
底

本
・
対
校
本
を
最
新
の
研
究
成
果
等
に
鑑�

�
�

み

て
、
選
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。

例
え
ば
、『
報�

�

恩�
�

講�
�

私�

記�

』
は
本
山
御�

蔵�
�

版�
�

か
ら
真
宗
大
谷
派
蔵
応�

�

仁�
�

二
年
蓮
如
上
人
書
写

本
へ
、『
嘆�

�

徳�
�

文�
�

』
は
本
山
御
蔵
版
か
ら
本
派

本
願
寺
蔵
寛�

�

正�
�
�

二
年
蓮
如
上
人
書
写
本
へ
底

本
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
た
な
底
本
は
、

共
に
最
古
の
書
写
本
で
あ
り
、
善�

�

本�
�

（
す
ぐ
れ

た
本
）
と
し
て
の
評
価
の
あ
る
も
の
で
す
。
ま

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所

教
学
伝
道
研
究
室〈
聖
典
編
纂
担
当
〉

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』完
結

──「
相
伝
篇
上
・
下
」に
つ
い
て
──

最
終
回
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た
略�

�
�

本�
�

系
統
を
配
し
て
対
照
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
異
な
る
系
統
が
伝
わ
る
聖
教

を
対
照
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
異
同
を
視
覚
的

に
わ
か
り
や
す
く
示
し
て
い
ま
す
。

Ⅲ
『
聖
典
全
書
』
間
連
絡
ペ
ー
ジ
の
活
用

『
聖
典
全
書
』
間
連
絡
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は

「
宗
祖
篇
上
・
下
」
で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

「
相
伝
篇
上
」
に
も
便
利
な
連
絡
ペ
ー
ジ
を
、

『
六�

�

要�
�

鈔�
�
�』

と
『
選�

�

択�
�
�

註�
�
�

解�

鈔�
�
�』

と
に
付
し

て
い
ま
す
。

『
六
要
鈔
』・『
選
択
註
解
鈔
』
は
存
覚
上
人

の
撰
述
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
『
教
行
信
証
』

（「
宗
祖
篇
上
」
所
収
）・『
選�

�

択�
�
�

集�
�
�

』（「
三�

�

経
�
�
�

七�
�

祖�

篇�
�

」
所
収
）
に
つ
い
て
逐�

�

語�

的
（
文
の
一

語
一
語
を
忠
実
に
た
ど
る
こ
と
）
か
つ
精�

�

緻�

な

註
釈
が
施�

�
�

さ
れ
て
い
ま
す
。
両
書
は
と
も
に

分
量
も
多
く
、
読
み
進
め
て
い
く
う
ち
に
、

『
教
行
信
証
』・『
選
択
集
』
の
ど
こ
を
註
釈
し

て
い
る
の
か
見
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
読
解
の
便
を
図
り
ま
し

て
、
両
書
の
下
欄
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
宗
祖
篇

上
」、「
三
経
七
祖
篇
」
の
連
絡
ペ
ー
ジ
を
付
し
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た
、『
口�

伝�
�

鈔�
�
�

』・『
浄�

�
�

土�

真�
�

要�
�

鈔�
�
�

』・『
改�

�

邪�
�

鈔�
�
�

』・『
執�

�
�

持�

鈔�
�
�

』・『
持�

名�
�
�

鈔�
�
�

』
に
つ
い
て

も
、『
浄
土
真
宗
聖
典
（
原
典
版
）』
に
比
し
て

対
校
本
が
追
加
・
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ⅱ
比
較
し
や
す
い
二
段
対
照

覚
如
上
人
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
『
親
鸞
聖

人
伝�

�

絵�

（
御�

伝�
�

鈔�
�
�

）』
は
、
親
鸞
聖
人
の
ご
生

涯
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
書
物
で
す
が
、
覚
如
上

人
自
身
に
よ
り
何
度
も
増
補
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
内
容
に
複
数
の
系
統
の
あ
る
書
写
本
が

現
存
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写

本
を
比
較
す
る
と
構
成
の
変
化
や
文
章
の
異
同

な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、「
相
伝
篇
上
」

で
は
、
覚
如
上
人
の
最
終
稿
と
言
わ
れ
る
康�

�

永�
�

本�
�

を
上
段
に
配
し
、
原
初
の
文
体
を
伝
え
る
と

さ
れ
る
西
本
願
寺
蔵
本
を
下
段
に
配
し
（
専�

�

修�
�

寺�

蔵
本
は
対
校
本
で
採
用
）、
対
照
の
便
を
図
り

ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
分
量
に
よ
っ
て
二
系
統
が
現
在

伝
わ
っ
て
い
る
『
教�

�
�

行�
�
�

信�
�

証�
�
�

大�
�

意�

』
に
つ

き
ま
し
て
も
、
上
段
に
序
文
や
結
語
部
分
を
有

す
る
広�

�

本�
�

系
統
、
下
段
に
そ
の
大
部
分
を
欠
い

て
い
ま
す
。

是
非
と
も
こ
の
『
聖
典
全
書
』
間
連
絡
ペ
ー

ジ
を
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Ⅳ
『
存
覚
上
人
袖
日
記
』
錯
簡
の
復
元

存
覚
上
人
の
撰
述
で
あ
る
『
存
覚
上
人
袖�

�

日�
�

記�

』（
以
下
、『
袖
日
記
』）
は
初
期
真
宗
教
団
の

動
向
を
知
る
上
で
重
要
な
史
料
で
す
。
し
か

し
、
本
書
の
状
態
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
散�

�

逸�
�

や
錯�

�

簡�
�

し
て
い
る
箇
所
が
多
く
、
成
立
当
時
の

形
態
が
不
明
瞭
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
今
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
者
の

手
に
よ
っ
て
原
初
形
態
に
近
づ
け
る
よ
う
何
度

も
復
元
作
業
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ

ら
の
翻�

�

刻�
�

資
料
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
「
相
伝
篇
上
」
で

は
、
今
ま
で
の
成
果
に
鑑
み
た
上
で
、
あ
ら
た

め
て
『
袖
日
記
』
錯
簡
箇
所
に
つ
い
て
検
討

し
、
翻
刻
し
て
い
ま
す
。

ま
た
付
録
と
し
て
「『
存
覚
上
人
袖
日
記
』

対
照
表
」
を
配
し
ま
し
た
。
本
付
録
は
、
本
聖

典
の
『
袖
日
記
』
と
、
こ
れ
ま
で
に
翻
刻
・
刊

行
さ
れ
た
『
袖
日
記
』
の
諸
本
と
の
相
違
を
明

『浄土真宗聖典全書』完結
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に
は
、
本
文
が
重
複
す
る
箇
所
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、『
御
一
代
記
聞
書
』
第

五
条
に
書
か
れ
て
い
る
「
本
尊
は
掛
や
ぶ
れ
、

聖
教
は
よ
み
や
ぶ
れ
」（「
相
伝
篇
下
」
五
二
七

頁
）
と
い
う
文
は
、『
蓮
如
上
人
一
語
記
（
実

悟
旧
記
）』
と
『
蓮
如
上
人
仰
条
々
連
々
聞
書
』

に
も
同
文
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
諸
言
行

録
の
対
応
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
付
録
「
蓮

如
上
人
言
行
録
対
照
表
Ⅰ
」
を
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
、
一�

�

瞥�
�

し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
付
録
だ
け
で
な
く
、
諸
言
行

録
本
文
（
本
文
の
上
下
の
欄
外
に
あ
り
）
に
付

さ
れ
た
『
註
釈
版
』
へ
の
連
絡
ペ
ー
ジ
か
ら
も

対
応
が
わ
か
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
先
述
の

『
御
一
代
記
聞
書
』
の
文
を
例
に
出
せ
ば
、『
蓮

如
上
人
仰
条
々
連
々
聞
書
』
に
は
、
第
一
条
に

「
本
尊
は
掛
や
ぶ
れ
、
聖
教
は
よ
み
や
ぶ
れ
」

と
あ
り
、
そ
の
下
欄
に
「
註
釈
版
1233（
五
）」

（
図
１
）
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
の
「
本

確
に
す
る
た
め
の
も
の
で
、
本
聖
典
の
『
袖
日

記
』
と
、
諸
翻
刻
と
の
異
同
が
一
目
で
わ
か
る

と
同
時
に
、
他
翻
刻
と
の
比
較
を
行
う
際
の
検

索
性
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。

本
付
録
に
は
、『
袖
日
記
』
の
本
文
に
記
さ

れ
た
用
語
（
人
名
・
書
名
・
地
名
・
寺
名
）
を

採
録
し
、
五
十
音
順
に
並
べ
た
「『
存
覚
上
人

袖
日
記
』
索
引
」
も
配
し
て
い
ま
す
。
用
語
に

つ
い
て
の
別
称
や
略
称
な
ど
も
（
　
）
で
併
記

し
て
い
ま
す
の
で
、『
袖
日
記
』
中
、
ど
の
箇

所
に
ど
の
用
語
が
書
か
れ
て
い
る
か
検
索
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

是
非
、
こ
れ
ら
の
付
録
を
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

「
相
伝
篇
下
」
の
特
徴

Ⅰ
「
相
伝
篇
下
」
に
収
録
さ
れ
た
も
の

「
相
伝
篇
下
」
に
は
、
蓮
如
上
人
が
伝
道
教

化
に
用
い
ら
れ
た
「
御�

文�
�

章�
�
�

」
や
、
子
弟
や

門
弟
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
蓮
如
上
人
の
「
言

行
録
」、
ま
た
仏
教
の
無�

常�
�
�

観�
�

お
よ
び
自
身
が

教
え
に
出�

遇�

え
た
悦�

�
�び

に
基
づ
い
て
詠�

ま
れ
た

「
和
歌
」
な
ど
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
蓮
如
上

人
の
思
想
や
当
時
の
状
況
を
知
る
上
で
欠
か
せ

な
い
一
冊
で
す
。

Ⅱ
「
蓮
如
上
人
言
行
録
集
成
」
の
活
用

蓮
如
上
人
の
法
語
や
日
常
の
教
化
の
様
子
な

ど
を
記
録
し
た
言
行
録
の
多
く
は
、
蓮
如
上
人

の
示�

寂�
�
�

後
ま
も
な
く
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
編
纂
さ
れ
た
も
の

が
『
浄
土
真
宗
聖
典
（
註
釈
版
）』（
以
下
、『
註

釈
版
』）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
『
蓮
如
上
人

御�

一�
�

代�
�

記�

聞�
�

書�
�

』（
以
下
、『
御
一
代
記
聞
書
』）

で
あ
り
、
こ
れ
は
言
行
録
の
集
大
成
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
『
御
一
代
記
聞

書
』
の
素
材
と
な
っ
た
も
の
に
は
、『
空�

�

善�
�

聞�
�

書�
�

』・『
蓮
如
上
人
御�

�

物�
�

語�
�
�

次�

第�
�

』・『
蓮
如
上

人
一�

�

語�

記�

（
実�

�

悟�

旧�
�
�

記�

）』・『
蓮
如
上
人
仰

�
�
�
�

条�
�
�

々�
�
�

連�
�

々�
�

聞�
�

書�
�

』
な
ど
、
十
数
種
の
言
行
録

が
あ
り
ま
す
。「
相
伝
篇
下
」
で
は
こ
れ
ら
を

「
蓮
如
上
人
言
行
録
集
成
」

と
し
て
収
録
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
言
行
録
の
中

（図１）
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尊
は
掛
や
ぶ
れ
、
聖
教
は
よ
み
や
ぶ
れ
」
と
い

う
文
が
『
註
釈
版
』
の
一
二
三
三
頁
『
御
一
代

記
聞
書
』
第
五
条
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
に
諸
言
行
録
に
あ
る
連
絡
ペ
ー

ジ
か
ら
も
『
御
一
代
記
聞
書
』
と
の
対
応
が
わ

か
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

諸
言
行
録
の
対
応
関
係
が
把
握
で
き
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

か
と
い
い
ま
す
と
、
そ
の
一
つ
に
「
内
容
把

握
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、『
空
善
聞
書
』
第
三
四
条
は
、『
蓮

如
上
人
御
一
期
記
』
第
七
〇
条
と
対
応
し
て
い

ま
す
。『
空
善
聞
書
』
で
は
「
あ
る
夜
仰
に
、

お
れ
は
身
を
す
て
た
り
。
ゆ
へ
は
先
住
も
形
儀

を
も
声
名
を
も
か
た
く
御
を
し
へ
候
し
か
ど

も
」（
六
五
五
頁
）
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け

を
読
ん
で
も
、「
あ
る
夜
」
と
は
い
つ
の
こ
と

か
、
ま
た
「
先
住
」
と
は
誰
の
こ
と
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
同
内
容
を
も
つ
『
蓮

如
上
人
御
一
期
記
』
第
七
〇
条
を
み
る
と
、

「
延
徳
三
年
の
仰
に
、
我
は
身
を
捨
た
り
。
其

故
は
玄
康
法
印

上巧
人如
・
円
兼
法
印

上存
人如

の
時

は
、
形
議
を
も
声
名
等
を
も
堅
固
に
を
し
へ
ま

し
ま
し
き
」（
八
六
二
頁
）
と
あ
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
こ
こ
で
は
「
延�

�

徳�
�

三
年
」
に
蓮
如
上
人

が
昔
の
「
巧�

�
�

如�
�

上
人
」、「
存
如
上
人
」
の
頃

の
有
り
様
の
話
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
対
応
関
係
に
あ
る
言
行
録

の
中
に
は
、
情
報
量
に
多�

寡�

が
み
ら
れ
、
よ
り

詳
し
く
そ
の
内
容
を
把
握
で
き
る
記
事
も
あ
り

ま
す
。

Ⅲ
「
御
文
章
」
の
借
用
字

「
御
文
章
」
と
い
え
ば
、
五
帖�

�
�

八
十
通
が
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
蓮
如
上
人
は
こ
れ
以

外
に
も
多
く
の
「
御
文
章
」
を
制
作
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
数
は
二
百
数
十
通
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。「
相
伝
篇
下
」
で
は
、『
御
文
章
（
五

帖
）』
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
こ
に
含
ま
れ

な
い
「
御
文
章
」
も
、
自
筆
本
や
書
写
本
等
か

ら
網�

�

羅�

的
に
「
御
文
章
集
成
」
と
し
て
収
録
し

て
い
ま
す
。
採
用
し
た
「
御
文
章
」
の
自
筆

本
・
書
写
本
の
全
容
に
つ
い
て
は
、
付
録
「
御

文
章
集
成
対
照
表
」
に
お
い
て
ま
と
め
て
い
ま

す
。と

こ
ろ
で
、『
御
文
章
（
五
帖
）』
は
、『
註

釈
版
』
に
も
収
録
さ
れ
て
ま
す
。「
相
伝
篇
下
」

と
『
註
釈
版
』
と
で
は
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
底
本
は
『
註
釈
版
』、

「
相
伝
篇
下
」
と
も
に
和
歌
山
県
鷺�

�
�

森�
�

別
院
所

蔵
の
証�

�
�

如�
�

上
人
開
版
本
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
両
者
で
は
、
編
纂
方
針
が
異
な
っ
て

い
ま
す
。『
註
釈
版
』
は
、
読
者
に
と
っ
て
で

き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
い
も
の
・
読
み
や
す
い

も
の
に
な
る
よ
う
に
編
纂
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
相
伝
篇
下
」
で
は
『
聖
典
全
書
』
の
「
高
い

史
料
性
を
保
持
し
つ
つ
」
と
い
う
基
本
理
念
に

基
づ
い
て
、
史
料
と
し
て
の
側
面
に
も
重
点
を

お
い
て
編
纂
し
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
勢
を
象
徴

す
る
も
の
に
「
借
用
字
」
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
た
と
え
ば
、『
御
文
章
（
五
帖
）』
一
帖

目
第
六
通
に
は
、「
由
断
な
く
そ
の
か
ま
へ
は

さ
ふ
ら
ふ
」（
七
七
頁
）
と
底
本
に
書
か
れ
て

い
ま
す
。
注
目
し
た
い
の
が
、「
由
断
」
で
す
。

現
代
で
は
「
油
断
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
字

音
が
一
致
す
る
「
由
」
を
用
い
て
表
記
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
表
記
を
学
術
的
に
は
「
借

用
字
」
な
ど
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
一

見
間
違
っ
た
表
記
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
音

『浄土真宗聖典全書』完結
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の
同
じ
字
を
「
借
用
」
し
て
表
し
て
い
る
の
で

す
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
註
釈
版
』
は
読
み
や

す
さ
を
重
ん
じ
、
現
代
人
に
意
味
が
通
じ
る
よ

う
に
「
油
断
な
く
そ
の
か
ま
へ
は
候
ふ
」（
一

〇
九
二
頁
）
と
表
記
を
変
更
し
て
翻
刻
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
そ
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
よ
っ

て
、『
註
釈
版
』
を
読
む
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な

い
、
文
体
か
ら
薫�

�

る
室
町
時
代
の
余�

韻�
�

を
楽
し

め
る
の
が
、「
相
伝
篇
下
」
の
特
徴
で
す
。
本

聖
典
の
巻
末
に
「
御
文
章
・
言
行
録
借
用
字
一

覧
表
」
を
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

最
後
に

『
聖
典
全
書
』
は
第
六
巻
「
補�

遺�

篇�
�

」
の
刊

行
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
完

結
を
迎
え
ま
し
た
（「
補
遺
篇
」
に
つ
い
て
は

『
宗
報
』
本
年
四
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。
浄
土

真
宗
聖
典
の
集
大
成
と
し
て
『
聖
典
全
書
』
と

い
う
果
実
が
実
っ
た
と
い
え
ま
す
が
、
こ
の
果

実
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
に
摘�

ん
で
い
た
だ
き
、
そ

の
旨�

�

味�

を
引
き
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。『
聖
典
全
書
』
は
、
活
用
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
初
め
て
「
聖
典
」
と
し
て
の
旨
味
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

以
上
、
四
回
に
わ
た
っ
て
報
告
し
て
参
り
ま

し
た
『
聖
典
全
書
』
全
六
巻
の
紹
介
を
終
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
『
聖
典
全
書
』
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
念
じ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
総
合
研
究
所
（
０
７
５
─
３

７
１
─
９
２
４
４
）
ま
で
。
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